
本年10月11日から20日までの10日間、秋の安全なまちづくり県民運動が実施されます。

「犯罪に合わない」「犯罪を起こさせない」「犯罪を見逃さない」３N（ない）のスローガンを掲げ、

地域一体となった県民総ぐるみ運動を展開し、防犯意識向上を図り、犯罪減少

を目指します。安全安心な社会作りは、「自分の身は自分で守る」「犯罪の起

きにくい社会を自分たちの力で作る」気持ちが大切ですので、ご家庭や地域

で話し合ってみましょう。

秋の日はつるべ落としと言われるように、日没時刻が日増しに早くなるこ

とから、運転者にとっては歩行者や自転車の動きが見えにくくなります。さ

らに夕暮れ時から夜間にかけて交通量も多いこともあり、歩行者や自転車

が交通事故に遭う危険性が高まります。

夕方５時から７時は、交通事故が多発する「魔の時間」と言われています。

夕暮れ時は、ドライバーの方は早めのライト点灯、

対向車や先行車がいない場合は、ハイビームを積

極的に活用し、速度を落として安全運転に努めま

しょう。

歩行者の方は、夕暮れ時以降の外出は、反射材

の活用や明るい服装で外出するなど、車の運転手

に自分の存在をアピールすることで、交通事故防

止に役立ちます。

蒲郡警察署大塚交番たより（９・１０月号）


